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平
成
18
年
12
月
、
教
育
委
員
会

で
は
、
急
激
な
少
子
化
の
状
況
を

踏
ま
え
、
次
代
を
担
う
児
童
生
徒

の
よ
り
良
い
教
育
環
境
並
び
に
小

・
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
、

白
鷹
町
に
お
け
る
小
・
中
学
校
の

配
置
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
制
度
の
変
更
や
出
生

数
の
見
込
み
な
ど
の
状
況
変
化
が

あ
り
、
国
・
県
の
方
向
性
も
踏
ま

え
て
、
平
成
23
年
２
月
に
小
・
中

学
校
の
配
置
計
画
に
つ
い
て
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。　

　

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
の
出
生
数
の
状
況
を
受
け
と
め

な
が
ら
も
、
地
域
の
方
か
ら
の

「
地
域
の
学
校
」
と
し
て
の
熱
い

思
い
や
地
域
の
主
た
る
公
的
施
設

と
し
て
の
役
割
、
少
人
数
指
導
、

通
学
距
離
な
ど
を
考
慮
し
、
当
面

は
統
合
せ
ず
、
今
後
の
出
生
数
の

状
況
を
見
据
え
改
め
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

 

な
お
、
複
式
学
級
の
あ
る
学
校

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
方
々
と
の

協
議
に
よ
り
再
編
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

鷹山小学校再編について

【これまでの経過】

　鷹山小学校の再編については、平成24年
12月以降、小規模・複式学級のメリット・
デメリットを分析公表し、鷹山小学校・荒砥
小学校両校の保護者や学校関係者、両校区の
役員や未就学児童の保護者、さらには鷹山地
区にお住いのみなさんと、計8回の話し合い
を行いました。また、鷹山小学校児童の保護
者及び鷹山小学校に入学するであろう保育園
児の保護者を対象とした意向調査を行うなど
しながら、地域・保護者のみなさんの意向集
約に努めてきたところです。
　教育委員会では、今後、平成30年度にお
いても複式学級が存在すると見込まれるなか、
子どもたち一人ひとりが様々な集団の中で自
分や仲間を大切にしながら学び、成長できる
教育環境を保障することの意義を重要視する
とともに、子ども・保護者・学校・地域のみ
なさんのご意見などを総合的に判断した結果、
「平成27年４月に鷹山小学校は荒砥小学校
に統合する」との結論に至り、町長に報告し
ました。

【行政報告】

　町長からは、５月１日の議会臨時会におい
て、これまでの経過を踏まえて教育委員会か
らの報告を尊重することとし、鷹山小学校の
統合に向け、両校及び関係機関等との調整を
図り、統合に向けた環境整備を進める旨、行
政報告がありました。

【今後のすすめ方】

　鷹山・荒砥両校の地域・保護者のみなさん
の不安を解消するとともに、両校の間で統合
に向けた教育活動のあり方を十分に検討して
いきたいと考えています。
　なお、再編に必要な事項については、荒砥
小・鷹山小統合準備委員会（仮称）を組織し
て検討していきます。
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　この計画の内容やポイントについて、今後、広報しらたかでみなさんにお知らせしていきます。
第１回目となる今回は計画の概要についてお知らせします。

　町ではこれまで、第１次健康増進計画に基づき、健康づくりを進めてきました。このたび、その計画期
間が終了し見直しを行ったところ、新たに取り組むべき課題も見えてきました。そのため、２次計画を定
め ｢ 生活習慣病予防 ｣ と「こころの健康づくり」「子ども（次世代）の健康づくり」に重点を置いた取り
組みを進めます。

この計画は町の第５次白鷹町総合計画、関連する他の計画と調和を図りながら進めます。

　計画の期間は平成25年度から34年度までの10年間とします。

　一人ひとりが自分に合った健康づくりを実践　
　できるよう、手段について提案します。

　健康づくりは地域が一体となって支えること　
　でより効果が上がるため、その仕組み作りに　
　努めます。

　生活習慣を改善して病気を予防する一次予防　
　と、病気の悪化を防ぐ二次予防の取組みを進　
　めます。

　こころの健康づくりは生涯にわたって重要で　
　す。世代に合わせた取組みを進めます。

■問い合わせ　健康福祉課健康推進係　☎86－0210
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分
団　

　

班　

長　

齋
藤　

寿
文

○
優
良
消
防
運
転
手
表
彰

　

第
三
分
団　

　

団　

員　

守
谷　

俊
宏

　

第
四
分
団　

　

団　

員　

斉
藤　

　

誠

　

第
五
分
団　

　

団　

員　

小
形　

暢
之

白白
鷹
町
長
感
謝
状

○
幹
部
退
団
者
（
班
長
以
上
の
幹
部
）

　

前　

本　

部　

団　

長　

佐
藤　

定
敏

　

前
第
三
分
団　

分
団
長　

影
澤　

勝
宏

　

前
第
一
分
団　

部　

長　

髙
橋　

賢
一

　

前
第
一
分
団　

部　

長　

佐
藤　

吉
剛

　

前
第
二
分
団　

部　

長　

長
岡　

　

満

　

前
第
三
分
団　

部　

長　

長
岡　

　

聡

　

前
第
三
分
団　

部　

長　

守
谷　

正
倫

　

前
第
一
分
団　

班　

長　

片
山　

正
弘

　

前
第
一
分
団　

班　

長　

宮
澤　

滋
晴

　

前
第
一
分
団　

班　

長　

岡
部　

秋
彦

　

前
第
二
分
団　

班　

長　

髙
橋　

一
寿

　

前
第
二
分
団　

班　

長　

大
滝　

賢
次

　

前
第
三
分
団　

班　

長　

菅
野　

博
志

　

前
第
三
分
団　

班　

長　

大
類　

信
二

　

前
第
五
分
団　

班　

長　

衣
袋　

一
弘

　

前
第
五
分
団　

班　

長　

衣
袋　

邦
弘

　

前
第
五
分
団　

班　

長　

髙
橋　

浩
之

○
永
年
勤
続
退
団
者（
15
年
以
上
の
団
員
）

　

前
第
二
分
団　

団　

員　

黒
澤　

　

拓

　

前
第
三
分
団　

団　

員　

守
谷　

維
隆

　

前
第
五
分
団　

団　

員　

新
野　

瑞
喜

○
家
族
功
労
者　

　
　
　
　

平　

貴
子

○
無
火
災
区　
　

黒
鴨
区
・
荒
砥
第
二
区

○
消
防
団
協
力
事
業
所

　

ヤ
マ
ラ
ク
運
輸
株
式
会
社
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（
一
般
枠
）

　

〔
大
学
卒
業
程
度
〕

　
　

①
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

②
平
成
4
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）
及
び
こ
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
学
校
を
卒
業
し
た
か

　

た
、
ま
た
は
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
か
た

　　

（
社
会
人
経
験
枠
）

　

〔
大
学
卒
業
程
度
〕

　
　

①
民
間
企
業
等
に
お
け
る
職
務
経
験
が
１
年
以
上
あ
る
か
た

②
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
院
を
卒
業
し
た
か
た
、
ま
た
は
平
成
26
年
３
月 

　

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
か
た

　　

（
土
木
）

　

〔
大
学
卒
業
程
度
〕

　
　

　　

〔
高
校
卒
業
程
度
〕

　
　

※
た
だ
し
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
か

　

た
、
ま
た
は
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
見

　

込
み
の
か
た
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。
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◇
第
１
次
試
験

　

９
月
22
日
（
日
）
長
井
市
立
長
井
南
中
学
校

◇
第
２
次
試
験

　

10
月
中
・
下
旬
（
予
定
）

　

６
月
12
日
（
水
）
〜
８
月
２
日
（
金
）

◇
第
１
次
試
験

　

○
上
級
行
政
職
（
一
般
枠
）

　
　

教
養
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）・
専
門
試
験
・　

　
　

職
場
適
応
性
検
査
・
作
文
試
験

　

○
上
級
行
政
職
（
社
会
人
経
験
枠
）

　
　

教
養
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）・
職
場
適
応　

　
　

性
検
査
・
作
文
試
験

　

○
上
級
専
門
職
（
土
木
）

　
　

教
養
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）・
専
門
試
験
・　

　
　

職
場
適
応
性
検
査
・
作
文
試
験

　

○
保
健
師

　
　

教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）・
専
門
試
験
・　

　
　

職
場
適
応
性
検
査
・
作
文
試
験

　

○
初
級
行
政
職

　
　

教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）・
職
場
適
応　

　
　

性
検
査
・
作
文
試
験

◇
第
２
次
試
験　

面
接
試
験

　

募
集
要
項
及
び
受
験
申
込
書
は
次
の
方
法
で
入
手

で
き
ま
す
。

21

３

－

－

－

０

22

２

－

－

－

１

23

４

－

－

－

１

24

１

２

１

１

１

25

４

１

１

－

－

平
成
26
年
度
採
用

　

　
　
　
　
白
鷹
町
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

薬
剤
師

▼
募
集
人
員　

１
名

▼
受
験
資
格　

昭
和
58
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
薬
剤

　

師
の
資
格
を
有
す
る
か
た
、
ま
た
は
来
春
資
格
取
得
見
込
み
の
か
た

看
護
師

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
受
験
資
格　

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
看
護

　

師
の
資
格
を
有
す
る
か
た
、
ま
た
は
来
春
資
格
取
得
見
込
み
の
か
た

▼
受
験
申
込
受
付
期
間　

　

６
月
12
日
（
水
）
〜
８
月
２
日
（
金
）

▼
提
出
書
類　

白
鷹
町
立
病
院
採
用
試
験
申
込
書

＊
申
込
書
は
病
院
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

　

病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.hospital.shirataka.yam

agata.jp/

）

＊
写
真
…
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
（
タ
テ
４
㌢
×
ヨ
コ
３
㌢
、

　

無
帽
、
上
半
身
、
正
面
）
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
８
月
２
日
必
着
）

＊
試
験
日
・
試
験
内
容
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

白
鷹
町
立
病
院
事
務
局

　

☎
85
―
２
１
５
５　

●
臨
時
職
員
の
看
護
師
も
随
時

　

募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
白
鷹
町
役
場
で
受
け
取
る
場
合

　

役
場
２
階
総
務
課
に
お
い
て
平
日
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
時
間
に
交
付
し
ま
す
。

②
郵
便
で
請
求
す
る
場
合

　

１
２
０
円
切
手
を
貼
り
宛
先
を
明
記
し
た
返
信
用

封
筒
（
角
型
２
号
）
を
同
封
の
う
え
、「
白
鷹
町
職
員

採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
て
総
務
課

総
務
係
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
場
合

　

白
鷹
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow

n.
shirataka.lg.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

①
白
鷹
町
職
員
採
用
試
験
申
込
書
及
び
住
民
票
抄
本

（
本
籍
ま
た
は
国
籍
記
載
の
も
の
）

②
写
真
…
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
で
、
タ
テ

４
㌢
×
ヨ
コ
３
㌢
、
無
帽
、
上
半
身
、
正
面

※
応
募
は
郵
送
で
も
可
。（
８
月
２
日
必
着
）

〒
９
９
２

－

０
８
９
２
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
８
３
３

番
地　

総
務
課
総
務
係　

☎
85

－

６
１
２
０

最
近
５
年
間
の
採
用
人
数

「
－
」
は
募
集
な
し
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▼
対
象
と
な
る
か
た

　

次
の
２
つ
の
条
件
の
ど
ち
ら
に

も
該
当
す
る
か
た
。

▽
下
記
※
１
に
よ
り
算
出
し
た
市

　

町
村
民
税
所
得
割
相
当
の
額
が
、

　

23
万
５
０
０
０
円
未
満
の
か
た

▽
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

　

か
た
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
２
級
の

　

交
付
を
受
け
て
い
る
か
た
。

②
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　

級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
か
た
。

③
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て

　

い
る
か
た
。

④
国
民
年
金
障
害
等
級
１
級
の
障

　

害
基
礎
年
金
受
給
権
者
。

⑤
精
神
障
が
い
者
で
、
恩
給
法
の

　

特
別
項
症
ま
た
は
第
１
項
症
の

　

増
加
恩
給
、
そ
の
他
公
的
年
金

　

各
法
の
障
害
等
級
１
級
障
害
年

　

金
の
受
給
権
者
。

⑥
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給

　

に
関
す
る
法
律
施
行
令
別
表
第

　

３
の
１
級
程
度
の
か
た
及
び
別

　

表
第
１
程
度
の
20
歳
以
上
の
か
た
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

保
険
証
・
印
鑑
・
対
象
と
な
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
身
体

障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳
・
障
害
年

金
証
書
（
障
害
基
礎
年
金
・
そ
の

他
公
的
年
金
）・
恩
給
証
書
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
証
書
な
ど
）

※
前
年
ま
た
は
前
々
年
の
所
得
額
、

　

所
得
税
額
の
わ
か
る
も
の
が
必

　

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
か
た

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
か
た
。

▽
親
の
条
件

　

18
歳
以
下
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
か
た
で
、
前
年
の
所
得
に
対

し
て
下
記
※
１
に
よ
り
算
出
し
た

所
得
税
相
当
の
額
が
０
円
と
な
る

か
た
の
う
ち
、
次
の
ど
ち
ら
か
に

あ
て
は
ま
る
か
た
。

①
配
偶
者
が
な
い
か
た
。

②
配
偶
者
が
、
重
度
の
心
身
障
が

い
に
よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
労
働

能
力
を
失
っ
て
い
る
か
た
。

▽
子
の
条
件　

次
の
ど
ち
ら
か
に

あ
て
は
ま
る
か
た
。

①
18
歳
以
下
で
前
述
の
親
に
扶
養

　

さ
れ
て
い
る
か
た
。

②
18
歳
以
下
で
父
母
の
い
な
い
か

　

た
（
養
育
し
て
い
る
か
た
の
前

　

年
の
所
得
に
対
し
て
下
記
※
１

　

に
よ
り
算
出
し
た
所
得
税
相
当

　

の
額
が
０
円
と
な
る
場
合
）。

※
子
が
条
件
②
に
該
当
す
る
場
合

　

は
、
養
育
者
の
か
た
は
対
象
に

　

な
り
ま
せ
ん
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

対
象
と

な
る
か
た
の
保
険
証
・
印
鑑

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

　

る
か
た
は
、
就
労
し
て
い
る
こ

　

と
が
わ
か
る
も
の
が
必
要
に
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
前
年
ま
た
は
前
々
年
の
所
得
額
、

　

所
得
税
額
の
わ
か
る
も
の
が
必

　

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
か
た

　

白
鷹
町
に
お
住
ま
い
の
０
歳
か

ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
お
子
さ

ん
全
員
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

お
子
さ

ん
の
保
険
証
・
印
鑑

★
い
ず
れ
の
医
療
証
も
、
助
成
を

受
け
る
た
め
に
は
、
医
療
機
関
を

受
診
す
る
と
き
に
保
険
証
と
一
緒

に
医
療
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

（
提
示
し
な
か
っ
た
場
合
や
、
県

外
の
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
た
場

合
は
、
領
収
書
と
保
険
証
・
医
療

証
を
役
場
に
お
持
ち
い
た
だ
く
と
、

後
日
お
返
し
い
た
し
ま
す
。）

※
１　

税
制
改
正
に
よ
り
扶
養
控

除
が
見
直
さ
れ
、
年
少
扶
養
控
除

及
び
16
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
特
定

扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分
が
廃
止

と
な
り
ま
し
た
。
医
療
証
の
所
得

の
判
定
に
は
こ
の
影
響
が
及
ば
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
、
扶
養
控
除

廃
止
前
の
計
算
に
よ
り
所
得
相
当

額
を
算
出
し
、
判
定
し
ま
す
。

　

現
在
の　

・　

医
療
証
は
平
成

25
年
６
月
30
日
が
有
効
期
限
で
す
。

引
き
続
き
交
付
希
望
の
か
た
は
更

新
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

有
効
期
限
を
確
認
の
う
え
、
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
更
新
の
時
期

　

６
月
24
日
（
月
）〜
28
日
（
金
）

　

な
お
、
新
規
の
申
請
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
お
子
さ
ん

に
対
し
て
、
医
療
費
の
助
成
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
か
た

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
０
歳
〜
中
学
３

年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
全
員
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

お
子
さ

ん
の
保
険
証
・
医
療
費
の
領
収
書

・
印
鑑
・
保
護
者
の
か
た
の
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の
・
申
請
書

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

※
申
請
書
は
お
子
さ
ん
ご
と
に
１

　

枚
ず
つ
必
要
で
す
。

※
申
請
は
受
診
し
た
月
の
翌
月
か

　

ら
１
年
以
内
に
手
続
き
く
だ
さ

　

い
。

▼
医
療
証
・
医
療
費
助
成
の
申
請

　

窓
口　

役
場
１
階
２
番
受
付

■
問
い
合
わ
せ　

　

町
民
課　

国
保
医
療
係

　

☎
85

－

６
１
３
０

身

親
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　国民年金保険料を未納のまま放置すると、将来の老齢基礎年金を受けられなくなったり、もしものときの
障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取ることができない場合があります。

　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・猶予となる
「保険料免除制度」や「若年者（30歳未満）納付猶予制度」があります。

　手続き時期 　年度切り替えが７月からです
　　　　　　　

　必要なもの

・今年１月以降に他の市町村から転入されたかたは、前年の所得を証明するもの

・失業を理由とするときは、雇用保険被保険者離職票などの写し

・年金手帳（基礎年金番号がわかるもの）

・認印（自署のときは不要）

　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料が猶
予される「学生納付特例制度」があります。

　手続き期間 　平成25年４月分から平成26年３月分の保険料については、平成25年４月１日か

　ら平成26年４月30日まで
　　　　　　　

　必要なもの

・学生証（写し）または、在学証明書

・年金手帳（基礎年金番号がわかるもの）

・認印（自署のときは不要）

保険料の免除等の承認を受けた期間は、10年以内であれば、さかのぼって保険料を納めることができます。

■問い合わせ　町民課戸籍年金係　☎85－6129　または米沢年金事務所　☎0238－22－4220

　▼相談時間　午前10時～午後１時（相談時間は30分です）
　▼会　　場　中央公民館１階　文化実習室
　※都合により館内別室に変更となる場合がありますので、　　　
　　ロビーの 案内板でご確認ください。

■申し込み・問い合わせ　町民課戸籍年金係　☎85－6129
国民年金キャラクター
ネッキーくん

　相談は予約制です。締切日までに、町民課戸籍年金係までお申し込みください。

相談日 予約申込締切日

 ６月26日（水）  ６月21日（金）

 ７月24日（水）  ７月19日（金）

 ８月28日（水）  ８月23日（金）

 ９月25日（水）  ９月20日（金） 

10月23日（水） 10月18日（金）

11月27日（水） 11月22日（金）
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再生可能エネルギー推進事業

　　
　町では、このたび策定した白鷹町第２次環境基本計画及びエネルギー計画に基づき、再生可能　　　
エネルギーの普及推進を図るため、新たに個人住宅への太陽光発電設備の導入を支援します。

　▼交付対象者：町内に住所を有し、かつ、自ら居住する住宅を対象として国の平成25年度住宅用　
　　　　　　　　太陽光発電導入支援補助金の申請が受理されたかた。また、町税等の滞納がないかた。
　▼申請期限：平成26年２月28日（金）必着
　▼補助金額：発電出力1kw あたり30,000円　※ 家庭用10kw 未満が対象です。
　▼募集件数：先着順で予算の範囲内
　▼他補助金との併用等：県の補助金や住宅リフォーム補助金等との併用もありますので、詳しい内容
　　　　　　　　　　　　や申請方法はお問い合わせください。
　
　■問い合わせ　町民課くらし環境係　☎85－6131
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

町
の
次
代
の
原
動
力
と
な
る
人

材
の
育
成
に
よ
り
町
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
「
白
鷹
人

育
成
基
金
」
で
助
成
・
支
援
す
る

「
し
ら
た
か
夢
未
来
発
掘
事
業
」

の
企
画
提
案
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

１
事
業
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、「
し
ら
た
か
夢

未
来
発
掘
事
業
審
査
委
員
会
」
に

よ
る
審
査
と
し
て
、
事
業
採
択
に

向
け
た
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
、

ぜ
ひ
発
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

６
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜

▼
ど
こ
で　

産
業
セ
ン
タ
ー
（
パ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹
）

▼
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
覧
い
た

　

だ
け
ま
す
。

●
応
募
事
業
及
び
グ
ル
ー
プ

◇
し
ら
た
か
Ｐ
Ｒ
大
作
戦

　
　

白
鷹
町
商
工
会
青
年
部

　
　
　

（
代
表　

川
井
竜
雄
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

総
務
課
企
画
室
企
画
調
整
係　

　

☎
85

－

６
１
２
３

平
成
24
年
度
情
報
公
開
条
例
・

個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用
状

況
を
公
開
し
ま
す
。

▼
期
間　

平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で

▼
根
拠
条
項

白
鷹
町
情
報
公
開
条
例
第
26
条
・

白
鷹
町
個
人
情
報
保
護
条
例
第
39

条
　　

白
鷹
町
情
報
公
開
条
例
は
、
行

政
の
説
明
責
任
を
明
ら
か
に
し
、

わ
か
り
や
す
い
行
政
の
実
現
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
白
鷹
町
個
人
情
報
保
護

条
例
は
、
行
政
が
保
有
す
る
個
人

情
報
の
保
護
及
び
適
正
な
取
り
扱

い
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

個
人
の
権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
運
用
状
況
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
85
―
６
１
２
０

　項　目 件数
　情報公開請求 １
　情報公開等決定 １
　情報公開等決定 ０
　情報公開不服申立 ０
　個人情報開示等請求 ０
　個人情報開示等決定 ０
　個人情報保護不服申立 ０

【
教
育
委
員
会
】

　項　目 件数
　情報公開請求 ４
　情報公開等決定 ５
　情報公開等決定 ０
　情報公開不服申立 0
　個人情報開示等請求 ０
　個人情報開示等決定 ０
　個人情報保護不服申立 ０

【
町
長
部
局
】

※
情
報
公
開
等
決
定
5
件
の
う
ち
、

1
件
は
平
成
23
年
度
に
請
求
が
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。



11　

　白鷹町を南北に流れる最上川は、かつては多くの舟が行き来しました。大地の営みでできた川をその
まま使うのではなく、人が川底を削ることで、より豊かな暮らしをもたらしてくれました。それがこの
風景を作りだしています。 
　大地の営みがもたらした自然と人々の暮らしについて、観光や地域づくりでも生かしていく「ジオパ
ーク」の活動が拡がってきています。貴重な自然の遺産を人から遠ざけて一方的に保全するのではなく、
地域の人たちが深く知り、活用し、持続可能な地域になっていくことで大切にし続けていく活動です。 
　ジオパークを通して新たな魅力の発見と地域の活性化の可能性について考える機会として、わかりや
すく講演いただきます。ぜひご参加ください。

ジオパーク講演会
「地域を元気にする新たな可能性を求めて」

期　日：平成25年６月28日（金） 　午後７時～
会　場：白鷹町中央公民館３階「大会議室」
講　師：中川和之　氏
（時事通信社山形支局長 /日本ジオパーク委員会委員）

問い合わせ：総務課企画室企画調整係　☎85－6123

　

町
で
は
平
成
24
年
度
に
策
定
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
の
中
で
小
水

力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重
点
施

策
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
小
水
力
発
電
実
証

実
験
と
し
て
、
い
き
い
き
深
山
郷

の
ど
か
村
に
隣
接
し
た
深
山
大
堰

の
用
水
路
に
小
水
力
発
電
施
設
を

設
置
し
ま
し
た
。
期
間
は
一
年
間

で
す
。

　

Ｃ
Ｏ
２
削
減
や
地
球
温
暖
化
防

止
の
観
点
か
ら
、
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
の
原
発
事
故
の
影
響
か
ら

自
然
環
境
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
中
で
、
本
町
の
豊
富
な
水
資
源

を
有
効
に
活
用
し
、
ク
リ
ー
ン
な

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
推

進
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

「
メ
イ
ド
イ
ン
し
ら
た
か
」
に

こ
だ
わ
り
、
開
発
と
設
置
は
町
内

企
業
で
あ
る
㈱
最
上
川
環
境
技
術

研
究
所
、
管
理
は
深
山
区
の
ご
協

力
を
得
て
、
今
後
子
ど
も
た
ち
の

学
習
資
源
と
し
て
の
活
用
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
室

企
画
調
整
係　

☎
85

－
６
１
２
３

小
水
力
発
電
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

設置された発電装置
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子育て支援事業

▼支援内容 ０～２歳までのお子さんのいる家庭に、紙おむつ処理のためごみ袋を配布します。

▼対象世帯

置賜地域在住で平成 23年４月２日～平成 26年４月１日生まれのお子さんがいる家
庭

（申請は不要です）
※置賜地域外から転入された家庭も対象となります。

▼配布物 指定可燃ごみ袋（大）　※注）不燃ごみ袋及び資源袋に交換はできません。

▼配布枚数 お子さん一人あたり年間 30枚（分割しての受け取りはできません。）

▼配布方法

７月以降に引換券を郵送します。
※新生児及び転入者は３カ月ごと集約してから郵送します。
※配布は各市町で行いますので、お手元に届かない場合は
　町民課くらし環境係（☎ 85－6131）にご連絡ください。

▼引換方法

引換券配布日より３カ月以内に子育て支援事業登録店で引き換えてください。
※有効期限がありますので早めの引き換えをお願いします。
※期限切れや紛失等による再配布は行いません。
※今年度から引換券のデザインが変更になります。（黄色の引換券になりました。）
　昨年度の引換券（ピンク色）も有効期限内であれば使用できます。
※子育て支援事業登録店リストは引換券配布時の封筒に同封します。
　また、登録店にはポスター及びステッカーを掲示しています。

▼その他 詳しい内容は、置賜広域行政事務組合のホームページ
（http://www.okikou.or.jp/）にも掲載しています。

■問い合わせ　置賜広域行政事務組合総務課施設係　☎0238－23－3246
　　　　　　　 または町民課くらし環境係　☎85－6131

　過ごしやすい季節となりましたが、屋外でのごみの焼却について苦情が寄せられています。野焼きは懲役
・罰金の対象となります。ドラム缶・一斗缶・ブロック囲い・構造基準を満たさない焼却炉で家庭ごみ等の
廃棄物を焼却する行為は、一部の例外を除いて、法律により禁止されています。
　また、野焼きはダイオキシン類等の有害物質を発生させ、甚大な健康被害を招く危険性があるほか、悪臭
・煙害・火災などで地域住民の方々に迷惑をかけることもあります。ごみは、野焼きをしないで正しい方法
により処理しましょう。
　　　●野焼きの罰則（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）
　　　　・５年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金又はこれの併科
　　　●野焼き禁止の例外
　　　　・凍霜害防止や災害の予防復旧のための焼却
　　　　・病害虫駆除のための稲わら、豆がら、枝葉などの焼却
　　　　・風俗習慣上行う さいと焼き、お盆の送り火など行事のための焼却
　　　　・焚き火、キャンプファイヤーでの木くずなどの焼却
　　　　・風呂や小屋など暖房のために行う焼却

　　　　■問い合わせ先　町民課くらし環境係　☎85－6131
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５月の町長交際費

　平成25年５月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

　■問い合わせ
　　総務課総務係　☎85－6120

１. 雇用職種及び人員等
　○職種及び人員　プール監視業務（若干名）
　○勤務地　町民プール（東中敷地内）
　○雇用予定期間　７月20日（土）～８月18日（日）
　○勤務時間　午前８時30分～午後５時15分
　○勤務内容　利用者の安全管理、水質管理のための
　　　　　　　機械操作及び施設の衛生管理など
　○賃金　１日　5,800円
２. 応募資格
　　満18歳以上の大学生及び社会人で健康なかた
　　（男女は問いません）
３. 選考方法
　　履歴書審査、面接実施後決定し、直接本人に通知
　　します。
４. 申込方法
　　履歴書（市販様式または教育委員会備付様式）に

　　
　　必要事項を記入し、教育委員会生涯スポーツ係 
　　あて提出してください。               
５. 受付期間　７月２日（火）正午まで　
６. その他
　　開放期間で毎日勤務することができなくても、
　　監視員をしたいというかたはご相談ください。
　※不明な点はお問い合わせください。
■申し込み・問い合わせ
　　教育委員会生涯スポーツ係　☎85－6147

区　分
５月23日（木）～ 29日（水）

放射性ヨウ素 放射性セシウム

さくらの保育園 不検出 不検出

ひがしね保育園 不検出 不検出

あらと保育園 不検出 不検出

よつば保育園 不検出 不検出

測
定
限
界　

０
・
４
７
〜
０
・
９
１
Ｂ
ｑ
（
ベ
ク

レ
ル
）
／
㎏
以
下

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係　

☎
86

－

０
２
１
２
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山
形
北
高
校
音
楽
科
３
年
の
佐

藤
涼
香
さ
ん
（
高
玉
）
が
、
第
24

回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
声
楽
部
門
高
校

の
部
地
区
本
選
に
お
い
て
優
賞
を

受
賞
し
、
全
国
大
会
で
み
ご
と
５

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
７
月
25
日

に
は
東
京
の
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

で
表
彰
式
及
び
入
賞
者
の
披
露
演

奏
会
が
あ
り
、
佐
藤
さ
ん
の
独
唱

が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

「
コ
ン
ク
ー
ル
ま
で
は
競
争
で

し
た
が
、
今
度
は
披
露
演
奏
会
と

い
う
こ
と
で
、
す
ば
ら
し
い
舞
台

で
歌
え
る
こ
と
に
感
謝
し
て
楽
し

ん
で
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

　５月13日、白鷹山山頂で白鷹虚空蔵尊祭
礼と白鷹山頂サミットが行われました。
　この日は残雪の山々と町を一望できる好
天となり、周辺５市町の関係者で山頂休憩
所の改修について検討されました。
　続いて、周辺３校の児童が集まったヤン
グサミットが行われ「来年もまた会いまし
ょう」と名刺交換などで交流しました。
　来年も、今年のような青空の下でまた会
えるのが楽しみです。

　サントリーワインインターナショナルの
ワイン用ぶどう試験栽培地に萩野地区が選
定され、５月27日に苗木の記念植樹が行わ
れました。耕作放棄地になっていた桑畑が
萩野地区のホワイトイーグルス（紺野正光
会長）のメンバーによって整備された圃場
で、来町した同社の桜井社長は「いいぶど
うができるのを楽しみにしています」とあ
いさつし、実用化に向けて栽培地を視察し
ました。

　５月26日、梅津五郎没後10周年記念企画
の一つとして、あゆーむに於いて梅津香織
・文屋小百合ソプラノ・デュオコンサート
が開催されました。故梅津五郎氏を祖父に
持つ梅津さんと、荒砥出身の文屋さん。白
鷹町に縁のある両名のコンサートとあっ
て、200席用意された会場は満席となりま
した。亡き祖父への想い、白鷹への想いを
胸に感情を込めながら披露いただいた歌声
は、胸を打つすばらしいものでした。

　第22回おかえりなさいコンサートが５月
19日、ハーモニープラザで開催されまし
た。元気いっぱいの歌を披露した陽光学
園、観客をどっと笑わせてくれたこぶし一
座の寸劇ほか、フォークコーラスグルー
プのあめっかぜは被災地の復興支援ソング
「花は咲く」を披露しました。
　手作りの作品やお菓子がたくさん並んだ
福祉施設のバザーもあり、多くの人でにぎ
わいました。
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白は

く

鷹よ

う

山ざ

ん

情
報

好
調
！
今
場
所
も

勝
ち
越
し

大
相
撲
五
月
場
所

（
５
月
12
日
〜
26
日
）

取組 星取 決まり手
初　日 ○ 寄り切り
３日目 ○ 押し出し
６日目 ○ 押し出し
７日目 ● 引き落とし
10日目 ○ 寄り切り
12日目 ○ 寄り倒し
千秋楽 ● 押し出し
三段目西33枚目　５勝２敗

白鷹山星取表

　　

こ
ん
に
ち
は
、
白
鷹
山
で
す
。 

今
場
所
も
勝
ち
越
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

　

今
場
所
は
、
親
方
や
兄
弟
子
か

ら
「
立
合
い
」
を
習
い
、
今
ま
で

よ
り
か
な
り
良
い
立
合
い
が
で
き

ま
し
た
。 

　

現
在
、
良
い
流
れ
で
勝
ち
越
し

て
い
る
の
で
、
来
場
所
も
こ
の
ま

ま
勝
ち
越
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
今
場
所
は
観
客
席
か
ら

た
く
さ
ん
の
掛
け
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
白
鷹
町
か
ら
も
応
援
に

来
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
、
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

　

こ
れ
か
ら
も
、
ご
声
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　４場所連続勝ち越しの白鷹山（写真右）

幕下昇進に向けて町長が激励

　

５
月
は
、
土
地
改
良
区
や
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
み
な
さ
ん
、
地
域
の
か
た

が
先
生
と
な
り
、
田
植
え
の
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

泥
に
足
を
と
ら
れ
て
思
う
よ
う
に
進
め
ず
「
思
っ
て
い
た
よ
り
た
い

へ
ん
だ
ね
」
な
ど
と
言
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
慣
れ
て
く
る
と
ど

ん
ど
ん
進
み
ま
す
。

　

ど
ろ
ん
こ
に
な
っ
て
体
験
し
て
み
る
と
田
植
え
機
が
な
か
っ
た
昔
の

苦
労
が
わ
か
り
ま
す
ね
。

慣れてくると真剣そのもの。
植える手つきもよくなってきました。

最初は泥に足をとられて思うよう
に進めません。

おしえてくれた地域のみなさんと
記念撮影。

線の上にまっすぐに、その調子。

お父さんたちも一緒に、
さぁスタート。

先生の指導のとおりできるかな？

　

５
月
26
日
に
、
仙
台
市
の
立
町

小
学
校
の
児
童
や
父
兄
35
人
が
ど

り
い
む
農
園
を
訪
れ
、
田
植
え
を

体
験
し
ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
２

回
目
の
交
流
で
、「
上
手
に
植
え
て

く
れ
た
」
と
、
ど
り
い
む
農
園
ス

タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
。
餅
つ
き
も

体
験
し
、
つ
き
た
て
の
納
豆
餅
と

焼
き
お
に
ぎ
り
、
山
菜
汁
な
ど
を

お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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塩
田
行
屋
で
は
普
段
仏
像
を
公

開
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
紅
花
ま
つ

り
に
合
わ
せ
て
特
別
公
開
し
ま
す
。

す
。
町
指
定
文
化
財
（
鎌
倉
〜
江

戸
時
代
）
や
湯
殿
山
信
仰
に
関
係

す
る
貴
重
な
仏
像
が
拝
観
で
き
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
解
説
も
随

時
行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

7
月
13
日
（
土
）
〜
14

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

塩
田
行
屋
（
十
王
塩

田
山
二
５
７
０
３

－

6
）

▼
拝
観
料　

２
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

渋
谷
佐
内

☎
85

－

２
６
６
２

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用
拡
大
協

議
会
で
は
、
沿
線
市
町
を
活
動
拠

点
と
す
る
団
体
等
が
、
フ
ラ
ワ
ー

長
井
線
を
活
用
し
た
事
業
を
実
施

す
る
場
合
、
事
業
費
の
一
部
を
助

成
（
上
限
８
万
円
）
す
る
「
マ
イ

レ
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
国
鉄
時
代
の
長
井
線
が

赤
湯
か
ら
梨
郷
ま
で
開
通
し
て
ち

ょ
う
ど
１
０
０
年
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
機
会
に
フ
ラ
ワ
ー
長
井

線
を
積
極
的
に
活
用
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
助
成
対
象
事
業

○
列
車
や
駅
等
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
、
利
用
拡
大
の
た
め
の
調
査

研
究
や
Ｐ
Ｒ
事
業
等
、
住
民
の
マ

イ
レ
ー
ル
意
識
の
高
揚
や
フ
ラ
ワ

ー
長
井
線
の
利
用
拡
大
に
貢
献
す

る
事
業
で
、
広
域
的
な
効
果
が
期

待
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

○
沿
線
２
市
２
町
内
で
実
施
す
る

事
業
と
し
ま
す
。

※
営
利
等
を
目
的
と
す
る
事
業
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
利
用
拡
大
協
議

会
事
務
局
・
長
井
市
企
画
調
整
課

地
域
戦
略
室　

☎
87

－

０
８
１
７

高
玉
芝
居
後
援
会
が
設
立
さ
れ

ま
し
た　

　

昭
和
45
年
に
町
の
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
約
２
０
０
年
前
か

ら
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
高
玉
芝

居
を
末
永
く
存
続
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
５
月
25
日
に
高
玉

芝
居
後
援
会
（
金
田
和
夫
会
長
）

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
援
会
へ
の
加
入
は
随
時
受
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。　

■
蚕
桑
地
区
公
民
館

　

☎
85

－

２
１
５
３

■
金
田
和
夫　

☎
85

－

４
８
６
９

県
知
事
表
彰
を
受
賞

白
鷹
町
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
財
団

（
五
十
嵐
政
司
理
事
長
）

　　

町
民
保
養
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ス
松

風
が
、
食
品
衛
生
の
向
上
に
長
年

に
渡
っ
て
努
め
て
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
、
山
形
県
食
品

衛
生
協
会
総
会
に
お
い
て
県
知
事

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
い
つ　

７
月
29
日
（
月
）

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
し
ら

た
か
７
月
12
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

八
乙
女
ヶ
丘
の
あ
じ
さ
い
が
今

年
も
見
頃
を
迎
え
ま
す
。 

紅
花
ま
つ
り
期
間
中
は
、
湯
茶
接

待
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。 

▼
い
つ　

７
月
13
日
（
土
）
〜

14
日
（
日
） 

▼
ど
こ
で　

八
乙
女
八
幡
宮
境
内 

▼
主
催　

八
乙
女
ヶ
丘
愛
護
会
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　　500円の商品券が22枚（1セット）で10,000円！
　　1,000円お得な商品券です。

　白鷹町商工会では、町内で使える期間限定の
プレミアム商品券を発売します。
　今回は１世帯５セットまでお買い求めいただ
けます。みなさん、ぜひご利用ください。

▼セット数　１５００セット
▼購入数　１世帯あたり５セットまで（１セッ
　　　　　トごとにお求めいただけます。）
▼販売日　６月16日（日）10時～　　　　　
　　　　　売り切れ次第終了となります。         
▼販売場所　産業センター・あゆーむ（白鷹町
　　　　　　文化交流センター）
▼利用期間　６月16日（日）～８月31日（土）
▼対象商店など
　商品券でのお買物は、ポスターの貼ってある

お店でどうぞ。詳しくは６月12日（水）の朝刊折
込チラシをご覧ください。
※注意事項：ＵＣ商品券、各種商品券、ビール券、
プリペイドカード、切手、印紙などの金券等を購入
することはできません。
※利用期間を過ぎると利用できなくなります。
■問い合わせ　白鷹町商工会　☎85－0055

　
▼いつ　６月23日（日）

　
午前10時～午後３時　　

　▼どこで　いきいき深山郷「のどか村」
　▼内容　山菜汁サービス、青竹流しソーメン、　　　
　　さくらんぼ狩り、工芸体験、直売所や売店　など
　▼アトラクション　山形大学ジャグリングサークル
　※雨天の場合、内容を変更する場合があります。
　■問い合わせ　いきいき深山郷のどか村☎85－0380

広告

　

■
☎
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交
通
災
害
共
済
に

　
　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

会
員
の
み
な
さ
ま
が
不
幸
に
し

て
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
場
合
に

見
舞
金
を
支
給
し
、
お
互
い
に
助

け
合
う
制
度
で
す
。

　
▼
加
入
で
き
る
か
た

　

白
鷹
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
か
た
（
就
学
の
た
め
町
外
に
住

所
を
有
す
る
学
生
も
加
入
で
き
ま

す
）

▼
共
済
会
費　

　

一
人
年
額
４
０
０
円
（
中
途
に

加
入
さ
れ
る
場
合
も
同
額
で
す
）

▼
平
成
25
年
度
の
共
済
期
間

　

平
成
25
年
７
月
１
日
〜
平
成
26

年
６
月
30
日
ま
で

▼
申
込
期
間
と
場
所

　

６
月
17
日
（
月
）
か
ら
６
月
28

日
（
金
）
ま
で
、
役
場
１
階
町
民

課
く
ら
し
環
境
係
に
お
い
て
申
し

込
み
を
受
付
い
た
し
ま
す
。

　

■
問
い
合
わ
せ

　
　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　

☎
85

－

６
１
３
１

　　　　

薬
物
乱
用
は
絶
対
に
ダ
メ
！

◆｢

合
法(

脱
法)

ド
ラ
ッ
グ (

薬

物)｣

と
は
、
薬
物
取
締
法
令
に

触
れ
る
こ
と
な
く
麻
薬
等
と
同
様

の
幻
覚
作
用
や
快
感
を
高
め
た
り

す
る
物
質
で
、
人
体
へ
危
害
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

◆
目
的
を
偽
っ
て
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。｢

合
法
ハ
ー
ブ
」「
お
香
」

「
芳
香
剤
」｢

観
賞
用
植
物
」「
ビ

デ
オ
ク
リ
ー
ナ
ー
」
な
ど
の
名
前

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
当

の
ハ
ー
ブ
や
お
香
な
ど
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
意
識
障
害
・
吐
き
気
・
け
い
れ

ん
・
呼
吸
困
難
・
急
性
中
毒
・
精

神
錯
乱
・
幻
覚
・
妄
想
・
自
己
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
不
能
な
ど
の
人
体
へ

の
害
が
あ
り
、
最
悪
の
場
合
は
死

亡
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

●
正
し
い
知
識
と
判
断
力
、
誘
惑

に
負
け
な
い
強
い
意
志
で
決
し
て

手
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係　

　
　
　

　
　
　

          　

☎
85

－

６
１
３
１

　

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

　

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

　

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６

vol.35
【
ス
ラ
イ
サ
ー
で
の
事
故
】

　

刃
が
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
の
ス
ラ
イ

サ
ー
を
購
入
し
た
。
た
ま
ね
ぎ
を

切
る
際
、
大
き
い
の
で
大
丈
夫
だ

ろ
う
と
思
い
、「
安
全
ホ
ル
ダ
ー
」

を
使
わ
ず
に
使
用
し
た
と
こ
ろ
、

右
の
親
指
の
先
を
切
っ
て
し
ま
っ

た
。 

（
60
歳
代　

男
性
）

【
ア
ド
バ
イ
ス
】　 

　

ス
ラ
イ
サ
ー
は
野
菜
を
ス
ラ
イ

ス
す
る
た
め
に
使
用
す
る
調
理
器

具
で
す
。
ス
ラ
イ
サ
ー
は
「
包
丁

よ
り
簡
単
に
使
え
る
も
の
だ
」
と

思
い
、
誤
っ
た
使
用
方
法
で
指
先

等
を
削
ぎ
落
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
多
い
た
め
、
使
用
の
際
は
、
取

扱
説
明
書
に
従
い
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。
野
菜
が
小
さ
く
な
っ
た

ら
、
ケ
ガ
を
防
止
す
る
た
め
に
も

「
安
全
ホ
ル
ダ
ー
」
を
適
切
に
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

【
電
気
ケ
ト
ル
で
の
事
故
】

　

お
湯
を
沸
か
し
て
い
た
電
気
ケ

ト
ル
の
コ
ー
ド
に
足
を
引
っ
掛
け

て
、
電
気
ケ
ト
ル
が
落
下
し
、
こ

ぼ
れ
た
お
湯
で
胸
と
背
中
に
や
け

ど
を
し
た
。 

（
８
歳　

女
児
）

【
ア
ド
バ
イ
ス
】　

　

電
気
ケ
ト
ル
（
必
要
量
を
短
時

間
で
沸
騰
さ
せ
る
タ
イ
プ
）
は
、

電
気
ポ
ッ
ト
と
違
い
重
量
が
軽
い

た
め
、
わ
ず
か
な
力
で
も
転
倒
・

落
下
の
危
険
性
が
高
く
、
や
け
ど

を
す
る
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

特
に
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
る
ご

家
庭
で
は
、「
お
湯
漏
れ
防
止
機

能
」
や
「
転
倒
防
止
機
能
」
の
つ

い
た
、
安
全
性
に
配
慮
し
た
製
品

を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

製
品
を
使
用
す
る
際
の
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

何
気
な
く
使
っ
て
い
る
製
品
も
使
い
方
を
間
違
え
る
と
、
大
変
な
事

故
に
遭
っ
て
し
ま
う
事
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。「
取
扱
説
明
書
」
を
よ

く
読
ん
で
、
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

月　日 時　間 会　場

６月22日
（土）

午前 ９時00分～ 10時30分 蚕桑地区公民館

午前11時00分～ 12時30分 鮎貝ハーモニープラザ

午前 １時30分～ 15時00分 荒砥地区公民館

６月23日
（日）

午前 ９時00分～ 10時30分 東根地区公民館

午前11時00分～ 12時30分 十王地区公民館

午前 １時30分～ 15時00分 鷹山地区公民館

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
、
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
。
た
だ
し
、
月
曜
日
は
午
後
７

時
ま
で
）

　

７
月
以
降
も
随
時
受
付
い
た
し

ま
す
が
、
共
済
開
始
日
は
受
付
日

以
降
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
左
記
の
と
お
り
各
地
区

公
民
館
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

　
■
問
い
合
わ
せ

　

山
形
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済

組
合
白
鷹
支
部
事
務
局　

町
民
課

く
ら
し
環
境
係
☎
85

－

６
１
３
１
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ア
メ
シ
ロ
が
発
生
す
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
シ
ロ
の
駆
除

は
、
樹
木
の
所
有
者
の
責
任
で
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
樹
木

の
葉
に
産
み
つ
け
ら
れ
た
た
ま
ご
や
葉
を
食
べ
始
め
る
前
の
幼
虫
を
見

つ
け
た
ら
、
枝
を
切
り
落
と
し
て
焼
く
か
踏
み
つ
ぶ
す
「
巣
虫
取
り
」

が
一
番
効
果
的
な
駆
除
方
法
で
す
。
写
真
の
よ
う
な
状
態
の
時
が
、「
巣

虫
取
り
」
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

　

す
で
に
虫
が
分
散
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
薬
剤
散
布
等
に
よ
り
駆

除
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
薬
剤
散
布
の
際
は
健
康
被
害
の
お
そ
れ
も

あ
り
ま
す
の
で
、
薬
剤
の
適
正
な
使
用
と
周
辺
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い

よ
う
、
必
ず
風
の
な
い
日
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
ら
駆
除
で
き
な
い
場
合
は
、
造
園
な
ど
の
業
者
に
直
接
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
で
は
、
背
負
動
力
噴
霧
器
の
貸
出
を
行
い
ま
す
。
区
や
町

内
で
集
団
駆
除
を
行
う
場
合
に
貸
出
を
い
た
し
ま
す
。（
個
人
へ
の
貸
出

は
行
い
ま
せ
ん
）。
ご
利
用
の
場
合
は
、
区
長
さ
ん
ま
た
は
町
内
長
さ

ん
か
ら
の
お
申
込
の
み
受
付
い
た
し
ま
す
（
電
話
可
）。
台
数
は
２
台

で
す
の
で
、
申
請
順
に
予
約
を
受
付
い
た
し
ま
す
。
薬
剤
や
燃
料
の
手

配
と
負
担
に
つ
き
ま
し
て
は
、
区
ま
た
は
町
内
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼貸出する背負動力噴霧器
・薬剤飛距離　約８メートル
　　　　　　　（無風時）
・薬剤タンク　約25Ｌ
・燃料　　　混合燃料（25：１）
■申込み及び貸出場所　
　町民課くらし環境係　役場③番窓口
　☎85－6131

このような状態の時に「巣虫取り」を行
ってください。

地域包括支援センター ℡86-0112

②
認
知
症
予
防
研
修
会
の
開
催

・
中
学
校
認
知
症
予
防
講
座

・
職
域
認
知
症
予
防
講
座

・
地
域
認
知
症
予
防
講
座　

な
ど

で
講
演
会
、
認
知
症
ケ
ア
の
寸
劇
、

認
知
症
予
防
啓
発
紙
芝
居
の
上
演

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

「
認
知
症
」
は
、
誰
で
も
か
か

る
可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気
で

す
。「
認
知
症
」
に
つ
い
て
知
っ
て

い
る
人
が
多
い
ほ
ど
、
本
人
も
家

族
も
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
自
分
の
た
め
に
、
家

族
の
た
め
に
「
認
知
症
」
に
つ
い

て
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

③
認
知
症
予
防
啓
発
紙
芝
居
の
活

用
　

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、

公
民
館
事
業
、
学
校
、
職
場
な
ど

で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
１
作
『
ド
タ
キ
ャ
ン
ば
あ
ち

ゃ
ん
〜
医
者
さ
行
く
〜
』

　

第
２
作
『
ほ
だ
け
が
ら
ぁ
?

じ
い
ち
ゃ
ん
の
い
き
い
き
一
人
暮

ら
し
』

【
認
知
症
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

認
知
症
を
正
し
く
知
る
こ
と
が

介
護
・
予
防
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

○
認
知
症
の
早
期
発
見
の
た
め
に

　　

認
知
症
の
初
期
に
は
こ
ん
な
症

状
が
あ
り
ま
す
。

・
物
を
置
き
忘
れ
る

・
同
じ
質
問
を
何
度
も
す
る

・
最
近
の
で
き
ご
と
が
思
い
出
せ

な
い

・
身
な
り
を
気
に
し
な
く
な
る

・
料
理
や
運
転
な
ど
、
そ
れ
ま
で

で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
、
な
ど

　

さ
ら
に
進
行
す
る
と

・
夏
に
冬
の
服
を
着
る

・
道
に
迷
い
や
す
く
な
る　

・
食
後
に
す
ぐ
に
食
事
を
し
た
こ

と
を
忘
れ
る　

な
ど

「
あ
れ
、
以
前
と
違
う
」「
何
か

変
だ
な
あ
」
と
い
っ
た
気
に
な
る

サ
イ
ン
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
か
か

り
つ
け
医
や
専
門
医
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
事
務
局

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
86

－

０
１
１
２

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

白
鷹
町
認
知
症
高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
『
活
動
計

画
』
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
認
知
症
見
守
り
ス
テ
ッ
カ
ー
の

掲
示

　　　

約
４
０
０
か
所
で
掲
示
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

徘
徊
や
物
忘
れ
が
心
配
で
、
見

守
り
・
声
が
け
を
行
っ
て
ほ
し
い

か
た
は
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

　

困
っ
た
と
き
は
お
互
い
様
で
す
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
白
鷹
町
を

み
ん
な
で
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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「ブランコで　ともだちのこえ　ゆれている 」

「ブランコが　わたしをそらまで　つれていく」

「
し
と
し
と
」
六
月
二
十
五
日
ま
で
。　

「
蛍
」
七
月
二
十
五
日
ま
で
。

　
　
　

白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係　

 

宛

〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

　

5
月
11
日
か

ら
２
日
間
、
県

大
会
出
場
権
を

か
け
て
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
11
日

は
全
校
応
援
を

行
い
、
地
元
で

開
催
の
テ
ニ
ス

競
技
に
は
多
く

の
生
徒
が
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

ま
も
な
く
県
大
会
、
３
年
生
に
と

っ
て
は
最
後
の
試
合
で
す
。
全
校

挙
げ
て
応
援
し
て
い
ま
す
。
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
イ
ト
!!

▼
地
区
大
会
の
主
な
成
績

【
優
勝
】
テ
ニ
ス
女
子
団
体

【
２
位
】
テ
ニ
ス
男
子
団
体

【
３
位
】
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
白
田

　

秀
喜
（
県
大
会
出
場
）　

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
熊
坂
美
穂

（
県
大
会
出
場
）、
佐
竹
伸
子

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

熊
坂
・
後
藤
、

　

佐
竹
・
新
野
（
県
大
会
出
場
）

【
県
大
会
出
場
部
】
テ
ニ
ス
男
女

団
体
・
剣
道
女
子
団
体
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
女
子
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

地
区
高
校
春
季
総
合
体
育
大
会

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
全
国
放
送
さ
れ
て
い

る
「
あ
さ
イ
チ
」
で
、
５
月
23
日

（
木
）
朝
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
オ
ー

ナ
ー
に
な
っ
て
い
る
つ
り
革
が
ア

ッ
プ
で
放
映
さ
れ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

文
『
フ
ラ
ワ
ー
で
つ
な
が
る
心
未

来
に
は
ば
た
く
荒
高
生
』
が
読
み

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を
ご
利
用
の
際

は
、
是
非
本
校
の
つ
り
革
を
探
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
6
月
7
日
に
「
キ
ャ
ン

パ
ス
制
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、

全
校
生
が
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
乗

り
、
長
井
工
業
高
校
と
共
同
で
、

野
村
浩
志
社
長
の
講
演
を
聴
き
、

そ
の
後
地
域
貢
献
活
動
を
行
う
予

定
で
す
。

荒
砥
高
校
『
つ
り
革
オ
ー
ナ
ー
』
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元
気
に
こ
に
こ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議
で
企

画
す
る
月
1
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
す
。
早
朝
の
澄
ん
だ
空
気
を
胸

い
っ
ぱ
い
吸
い
込
み
、
木
々
の
深

緑
や
色
と
り
ど
り
の
草
花
を
楽
し

み
な
が
ら
、
爽
や
か
な
1
日
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

６
月
16
日
（
日
）　　

　

午
前
５
時
45
分
集
合

▼
集
合
場
所　

荒
砥
駅

▼
最
上
川
堤
防
を
通
り
あ
ゆ
茶
屋

ま
で
の
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
を
散

策
し
ま
す
。

▼
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
荒
砥
駅
解
散
は
８
時
30

分
頃
の
予
定
で
す
。

▼
申
し
込
み
、
参
加
費
は
不
要
。

水
分
や
軽
食
（
朝
食
）
な
ど
、
体

調
に
合
わ
せ
て
必
要
な
物
を
ご
準

備
く
だ
さ
い
。
小
雨
決
行
（
雨
天

時
コ
ー
ス
変
更
あ
り
）

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会
議
事
務
局
健
康
福
祉
課　

健
康
推
進
係
☎
86

－

０
２
１
０

第
51
回
釣
り
（
ニ
ジ
マ
ス
）
大
会

▼
い
つ　

６
月
16
日
（
日
）

午
前
６
時
30
分
〜
受
付　

午
前
７
時
〜
釣
り
ス
タ
ー
ト

▼
ど
こ
で　

鮎
貝
ス
ポ
ー
ツ
公
園

内　

中
丸
た
め
池

▼
参
加
対
象　

高
校
生
以
上

▼
参
加
費　

一
人
１
０
０
０
円

▼
釣
り
方
法

○
つ
り
竿
は
一
人
一
本
で
、
リ
ー

ル
釣
り
は
禁
止
。

○
釣
り
場
に
つ
い
て
は
抽
選
で
割

り
当
て
、
午
前
９
時
に
交
代
。

▼
審
査
と
表
彰　

目
方
賞
と
し
て

第
１
位
か
ら
５
位
ま
で
を
表
彰　

▼
申
し
込
み　

当
日
会
場
で
受
け

付
け
ま
す
。（
先
着
30
人
）

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
漁
業
協

同
組
合
白
鷹
支
部
長
／
千
葉

☎
85

－

２
６
８
９

桑
住
平
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

置
賜
野
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
ブ
ナ

・
ナ
ラ
林
の
森
林
浴
を
楽
し
み
な

が
ら
桑
住
平
ま
で
散
策
し
ま
す
。

▼
い
つ　

6
月
29
日
（
土
）
午
前

9
時
30
分
〜
午
後
2
時
30
分
（
午

前
9
時
よ
り
受
付
）

▼
集
合
場
所　

野
川
ま
な
び
館

▼
参
加
料　

１
０
０
円
（
保
険
料

と
し
て
）

▼
コ
ー
ス　

祝
瓶
山
荘
〜
桑
住
平

（
昼
食
）
〜
祝
瓶
山
荘

祝
瓶
山
荘
ま
で
は
各
自
家
用
車
で

移
動

▼
服
装　

動
き
や
す
い
服
装
、
長

靴
（
沢
を
渡
る
た
め
）

催　し

▼
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
リ

ュ
ッ
ク
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
手
袋
、

雨
具
、
敷
物

▼
申
込
期
限　

6
月
26
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

野
川
ま

な
び
館　

☎
87

－

０
６
０
５

「
夢
灯
〜
２
０
１
３
輝
き
〜
」

　

子
供
達
の
夢
や
願
い
を
込
め
た

３
０
０
０
個
の
ラ
ン
タ
ン
が
あ
や

め
公
園
内
を
灯
し
ま
す
。
子
供
た

ち
の
未
来
へ
向
け
た
明
る
く
、
力

強
い
「
夢
」
や
「
願
い
」
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
あ
や
め
公
園
に
ぜ

ひ
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

6
月
30
日
（
日
）　

　

午
後
０
時
〜
午
後
8
時
30
分

（
午
後
４
時
ラ
ン
タ
ン
点
灯
）

▼
ど
こ
で　

長
井
あ
や
め
公
園

▼
内
容　

ラ
ン
タ
ン
点
灯　

　
　

▼
そ
の
他　

ラ
ン
タ
ン
制
作
コ
ー

ナ
ー
の
ほ
か
、
音
楽
・
ダ
ン
ス
、

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
コ
ー
ナ
ー
・
ス
ー

パ
ー
マ
リ
オ
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
各
種

▼
詳
し
く
は
長
井
青
年
会
議
所
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ

シ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　

公
益
社
団
法
人

長
井
青
年
会
議
所（
担
当
・
今
野
）

☎
84

－

５
３
９
４

第
４
回
お
き
た
ま
語
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

▼
い
つ　

6
月
23
日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル 

（
米
沢
市
）

▼
内
容

第
一
部　

語
り
＆
ト
ー
ク

第
二
部　

お
き
た
ま
語
り
部
の
会

の
発
表

▼
入
場
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

南
陽
市
夕
鶴
の

里
☎
０
２
３
８

－

47

－

５
８
０
０

米
沢
養
護
学
校
中
学
部

わ
い
わ
い
バ
ザ
ー
の
お
し
ら
せ

　

中
学
部
の
生
徒
が
製
作
し
た
紙

す
き
製
品
、
染
織
製
品
、
木
工
製

品
、
布
加
工
品
の
販
売
で
す
。

▼
日
時
と
場
所

６
月
21
日
（
金
）

イ
オ
ン
米
沢
店
（
午
前
９
時
35
分

〜
11
時
25
分
）

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
米
沢
駅
前
店　

（
午
前
９
時
50
分
〜
11
時
40
分
）

７
月
４
日
（
木
）

米
沢
市
役
所
（
午
前
９
時
35
分
〜

11
時
25
分
）

イ
オ
ン
米
沢
店
（
午
前
９
時
50
分

〜
11
時
40
分
）

■
問
い
合
わ
せ　

県
立
米
沢
養
護

学
校
中
学
部

☎
０
２
３
８

－

38

－

６
１
０
１

物
忘
れ
相
談
を
開
催
し
ま
す

　

物
忘
れ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

心
配
だ
と
い
う
か
た
や
、
ご
家
族

の
物
忘
れ
で
お
困
り
の
か
た
の
た

め
の
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

７
月
５
日
（
金
）
午
後

２
時
〜
４
時
（
予
約
３
名
ま
で
）

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

物
忘
れ
が
気
に
な
る
か

た
や
そ
の
家
族

▼
相
談
医　

　

川　

順　

氏
（　

川
記
念
病
院
院
長
）

▼
申
込
期
限
６
月
28
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

☎
86

－

０
１
１
２
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し
ら
か
た
夢
未
来
発
掘
事
業
採
択
事
業 

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室
参
加
者
募
集

　　

誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
リ
ズ
ム

ダ
ン
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
見
学
だ
け

で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。 

▼
い
つ　

6
月
22
日
（
土
）

午
後
８
時
〜
午
後
９
時
ま
で 

▼
会
場　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー 

▼
参
加
料　

無
料 

▼
持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
、
ド
リ
ン

ク
等 

▼
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
午

後
７
時
50
分
ま
で
直
接
会
場
に
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ　

吉
村
ま
で

☎
０
８
０

－

６
０
２
６

－

５
２
４
３

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
ご
案
内

○
第
１
回　

６
月
24
日
（
月
）

　

午
後
７
時
〜
９
時

○
第
２
回　

６
月
26
日
（
水
）　

　

午
後
７
時
〜
９
時

▼
内
容　

電
子
メ
ー
ル
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト

※
２
回
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

▼
料
金　

無
料

▼
持
物　

な
し

▼
定
員　

各
10
名
（
５
名
以
上
で

開
催
し
ま
す
）

▼
会
場　

白
鷹
町
総
合
情
報
セ
ン

第
２
回
置
賜
地
区
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
医
療
講
演
会

▼
い
つ　

6
月
28
日
（
金
）　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
40
分

▼
ど
こ
で　

公
立
置
賜
総
合
病
院

２
階
大
研
修
室

▼
演
題
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
診

断
と
最
新
の
治
療
」「
リ
ハ
ビ
リ

は
日
常
生
活
を
応
援
す
る
」

▼
会
費　

一
人
１
０
０
０
円
（
付

添
の
か
た
は
不
要
）

▼
申
し
込
み　

６
月
20
日
ま
で
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
友
の
会
山
形

県
支
部　

井
上
健
次
ま
で

☎
０
２
３
８

－

40

－

２
２
４
８

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）　

町
営
住
宅
（
柏
原
住
宅
１
３
号

棟
）
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
箕
和
田

１
１
３
６

－

１
９
３

▼
募
集
戸
数　

一
般
一
戸
（
木
造

平
屋
・
一
戸
建
） 募　集

タ
ー
（
産
業
セ
ン
タ
ー
内
奥
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

白
鷹
町
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー　

　

舩
山
・
松
下　

☎
86

－

０
０
０
１

技
能
講
習
会
の
ご
案
内　

　

55
歳
か
ら
の
雇
用
・
就
業
を
応

援
し
ま
す
。

▼
講
習
内
容　

農
業
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成

▼
い
つ　

７
月
２
日
（
火
）
〜
10

月
上
旬
ま
で
の
う
ち
10
日
間

▼
開
講
式
及
び
座
学　

７
月
２
日

（
火
）・
７
月
３
日
（
水
）
会
場
は

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

▼
体
験
学
習　

７
月
中
に
４
日
間

と
９
月
中
に
４
日
間
（
い
ず
れ
も

半
日
程
度
）

▼
閉
校
式
及
び
座
学　

10
月
上
旬

会
場
は
長
井
市
内
の
果
樹
農
家

▼
受
講
料
は
無
料
で
す
。

▼
参
加
希
望
者
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
の
求
職
登
録
が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

公
益
社
団
法
人　

長
井
・
西
置
賜

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
84

－

４
５
３
５

広告

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
８
＋

６
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

月
額　

１
万
９
３
０
０

円
〜
３
万
７
９
０
０
円
（
所
得
額

な
ど
に
よ
り
家
賃
が
異
な
り
ま
す

▼
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
入
居
資
格
住
宅
困
窮
者
で
、
入

居
す
る
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅

法
の
基
準
以
下
で
、
同
居
す
る
親

族
が
い
る
か
た

▼
入
居
可
能
日　

７
月
中
旬

▼
締
め
切
り　

６
月
28
日
（
金
）

▼
申
込
方
法　

お
問
い
合
わ
せ
や

来
庁
さ
れ
る
場
合
は
、
源
泉
徴
収

票
な
ど
の
所
得
が
わ
か
る
も
の
を

ご
準
備
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課　

管
理
係　

☎
85
│
６
１
４
０

保
育
士
を
募
集
し
て
い
ま
す

　　

や
ま
な
み
学
園
で
は
入
所
児
童

の
療
育
支
援
を
行
う
保
育
士
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
勤
務
先　

山
形
県
立
や
ま
な
み

学
園
（
長
井
市
今
泉
１
８
１
２
）

▼
資
格　

保
育
士
資
格
必
須

▼
勤
務
形
態　

三
交
代
勤
務
（
夜

勤
あ
り
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
立
や
ま

な
み
学
園
事
務
室

☎
88

－

９
３
１
１
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き
れ
い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ
る

さ
と
運
動

　　

今
年
も
７
月
７
日
（
日
）
県
内

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
各
地
区
で

計
画
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

各
区
長
を
通
じ
て
連
絡
い
た
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課　

管
理
係　

☎
85

－

６
１
４
０

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談
の
実

施
に
つ
い
て

　

身
体
障
が
い
者
更
生
相
談
所
に

よ
る
巡
回
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

肢
体
と
聴
覚
に
関
す
る
相
談
を

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
福
祉
係
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

７
月
４
日
（
木
）

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

長
井
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

☎
86

－

０
１
１
１

求
職
者
就
労
・
生
活
相
談
会

　

仕
事
を
探
し
て
い
る
か
た
の
生

活
や
住
ま
い
に
関
す
る
相
談
、
就

職
活
動
の
悩
み
や
職
業
訓
練
な
ど

の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

６
月
27
日
（
木
）

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

　
　
　
　

６
月
28
日
（
金
）

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

　
　
　
　

６
月
29
日
（
土
）　

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
相
談
方
法　

申
込
不
要
。
電
話

相
談
も
し
く
は
来
所
相
談
。

▼
相
談
電
話（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
８
０
０

－

８
０
０

－

７
８
６
７

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
求
職
者

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
０
０

－

８
０
０

－

７
８
６
７

就
労
・
進
学
へ
の
あ
な
た
の
一

歩
を
応
援
し
ま
す
！

　　

置
賜
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で

の
若
者
の
自
立
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

就
職
や
進
学
に
悩
ん
で
い
る

方
、
自
立
に
向
け
て
動
き
出
そ
う

と
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
そ
の
ご

家
族
の
ご
相
談
を
、
無
料
・
予
約

制
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

おしらせ

広告

「
ふ
る
さ
と
塾
応
援
シ
ニ
ア
」

　

登
録
募
集

　

人
生
経
験
で
培
っ
た
知
識
・
技

能
・
生
活
の
知
恵
な
ど
を
持
つ
自

分
流
達
人
の
方
で
、
他
の
人
々
に

伝
え
よ
う
、
教
え
て
あ
げ
よ
う
と

い
う
意
欲
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

▼
応
募
資
格

県
内
に
住
む
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
か
た
で

○
知
識
、
技
能
、
生
活
の
知
恵
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
と
い
う

意
欲
の
あ
る
か
た

○
地
域
活
動
や
青
少
年
育
成
活
動

等
を
経
験
し
て
い
る
か
、
ま
た
は

こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
と
い
う

熱
意
の
あ
る
か
た

○
ふ
る
さ
と
塾
応
援
シ
ニ
ア
と
し

て
認
定
さ
れ
た
後
も
継
続
し
て
活

動
い
た
だ
け
る
か
た

▼
登
録
方
法

「
ふ
る
さ
と
塾
応
援
シ
ニ
ア
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.kirara-yam

agata.
or.jp■

問
い
合
わ
せ

　

ふ
る
さ
と
塾
応
援
シ
ニ
ア
事
務

局
（
一
般
社
団
法
人 

山
形
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
内
）　

☎
０
２
３

－

６
２
２

－

５
６
０
１

■
問
い
合
わ
せ

厚
生
労
働
省
認
定
事
業　

置
賜
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

特
定
非
営
利
活
動
法
人W

ith

優

☎
０
２
３
８

－

33

－

９
１
３
７

原
発
事
故
不
動
産
賠
償
電
話
相
談

▼
い
つ　

７
月
７
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
相
談
内
容　

福
島
原
発
事
故
に

よ
る
「
不
動
産
」「
家
財
」
の
賠

償
に
関
す
る
相
談

▼
相
談　

電
話
に
よ
る
無
料
相
談

（
面
談
は
行
い
ま
せ
ん
）

▼
相
談
電
話　

０
２
３

－

６
４
２

－

５
０
８
８
（
当
日
の
み
）　

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
青
年
司

法
書
士
協
議
会　

石
沢
光
康

☎
０
２
３
７

－

53

－

０
９
２
２

一
時
通
行
止
の
お
知
ら
せ

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
第
一
横
田
尻

踏
切
の
修
繕
に
伴
う
一
時
通
行
止

で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
場
所　

高
玉
地
内　

北
星
公
民

館
付
近

▼
一
時
通
行
止
実
施
期
間

６
月
20
日
（
木
）
午
後
９
時
〜

６
月
21
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

定員：２０名85,00085,00085,000円円円＋テキスト別途
受講料 自己都合でお休みの場合、DVDで補講

定員：２０名85,00085,00085,000円円円＋テキスト別途
受講料 自己都合でお休みの場合、DVDで補講

6 月 25日6月 25日開講開講
平日コース
火・木曜日

週2回 18回計
19:00～21:00

6 月 29日6月 29日開講開講
土日コース 週１回 12回計

9:00～12:00

7 月 12日７月 12日開講開講
週2回12回全 19:00～21:00

実技
プロ

があるので就職後の安心！！
がわかりやすく指導！！

医療事務・医療コンピュータ検定講座医療事務・医療コンピュータ検定講座医療事務・医療コンピュータ検定講座 就職・転職に強い資格！ 歯科助手コース歯科助手コース歯科助手コース受講生募集中！

問合せ先
働いている方も、夜間・土日を
利用して資格取得できます！ 0120-85-5126 山形市幸町６-1 レッツ学院ビル

http://e-dcs.jp
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◆
会
の
結
成
は
？

○
平
成
16
年
で
す
。

◆
会
員
数
は
？

○
お
よ
そ
２
０
０
名
ほ
ど
で
す
。

60
〜
70
代
の
方
が
多
く
、
最
高
齢

者
は
85
歳
で
す
。
町
内
の
方
だ
け

で
な
く
、
他
市
町
の
方
も
数
名
加

入
し
て
い
ま
す
。

◆
結
成
し
た
き
っ
か
け
は
？

○
当
時
は
白
鷹
町
に
協
会
が
な
く
、

長
井
市
の
協
会
に
加
入
し
て
い
る

方
々
が
い
ま
し
た
。
そ
の
方
々
が

中
心
と
な
り
、
白
鷹
町
に
も
協
会

を
設
立
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

◆
活
動
の
内
容
は
？

○
協
会
の
主
な
活
動
は
、
協
会
主

催
の
大
会
や
指
導
員
に
よ
る
初
心

者
講
習
会
の
開
催
、
県
交
流
大
会

や
東
北
各
県
の
大
会
へ
の
参
加
な

ど
で
す
。
日
々
の
練
習
は
、
個
人

や
各
地
区
の
愛
好
会
で
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
活
動
場
所
は
？

○
主
に
、
パ
レ
ス
松
風
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
す
。

◆
活
動
し
て
い
て
楽
し
い
事
は
？

○
気
軽
に
楽
し
み
な
が
ら
、
自
然

の
中
で
気
持
ち
の
よ
く
運
動
が
で

き
る
こ
と
で
す
。
競
技
力
を
高
め

る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
会
員
同
士

の
交
流
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

◆
最
後
に
ひ
と
言

○
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
年
齢
、
性

別
に
関
係
な
く
誰
で
も
気
軽
に
楽

し
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
未
経

験
の
方
は
、
ぜ
ひ
1
回
試
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

広告

VOL.40

■
白
鷹
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

　

事
務
局　

☎
85

－

１
０
０
１



住所　　 氏　　名 年齢
下　山　新　野　正　明　84
浅　立　沼　澤　正　裕　47
箕和田　手　塚　健太郎　63
鮎　貝　白　田　つる子　85
荒砥乙　鈴　木　政　司　83
荒砥甲　齋　藤　まつ子　80
横田尻　今　野　ゆ　き　88
畔　藤　紺　野　シ　ズ　84
畔　藤　橋　本　幸　雄　84
十　王　横　山　利　男　88

鮎　貝 芳賀
雅人 光

こう

　葵
き

瑞穂

中　山 布施
剛志 笑

えみ

　瑠
る

智美

十　王 茂木
祐紀 應

おう

　樹
じゅ

恭子

十　王 橋本
一紀 楓

ふう

　虎
と

千尋

浅　立 高橋
守 歩

ふ

　玖
く

香織

滝　野 海老名
洋 倫

りん

雅恵

鮎　貝 須貝
紀明 颯

はや

　斗
と

香緒里

高　玉 児玉
誠 章

あき

　人
ひと

ちあき

鮎　貝 安達
紀章 友

ゆ

莉
り

映
え

真奈弥

箕和田 土屋
吉広 若

わか

　菜
な

歌菜江

荒砥甲 鈴木
寿季 美

み

　羽
はね

亜砂美

　　氏　　　名　　　 住所

（遠　藤　武　志　　南陽市
竹　田　利　恵　　鮎　貝

（小　林　春　樹　　横田尻
菅　原　和　美　　荒砥乙

（横　澤　　遼　　　横田尻
武　田　直　子　　山形市

（木　村　偉　洋　　東京都
海老名　幸　恵　　滝　野

（佐　藤　純　平　　高　玉
斎　藤　千　帆　　長井市

（梅　津　圭　佑　　畔　藤
伊　藤　由布子　　米沢市

（鈴　木　亮　太　　十　王
岡　田　美　穂　　浅　立

横田尻　小　林　伊勢　　78
荒砥乙　青　木　喜美子　82
滝　野　小　林　武　雄　93
佐野原　吉　田　七　郎　71
荒砥甲　松　橋　　康　　89
滝　野　小　林　三　郎　60
山　口　髙　橋　ふ　じ　88
山　口　伊　藤　し　げ　71   
荒砥甲　齋　藤　はつ子　81

高　岡　長　岡　源　一　94
荒砥甲　伊　藤　と　よ　82
浅　立　鈴　木　長　助　82
浅　立　髙　橋　春　子　91
山　口　　菅　　幸　弘　69
荒砥甲　小　川　みどり　92
浅　立　　　原　昭　夫　85
鮎　貝　髙　石　み　つ　92
荒砥甲　山　川　金　一　90
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